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南島で発見されたオガサワラオオコウモリの捕食死体

� 千葉　夕佳（小笠原村在住）

要　　　約

2015 年 1 月に、小笠原諸島父島列島南島で、オガサワラオオコウモリ Pteropus 

pselaphon の新鮮な死体を発見した。本例は、オガサワラオオコウモリの南島での初認であ

る。死体は、オガサワラオオコウモリが猛禽類によって捕食された痕跡と考えられた。2

種の捕食者候補、小笠原固有猛禽類オガサワラノスリ Buteo buteo toyoshimai、冬鳥ハヤ

ブサ Falco peregrinus のうち、ハヤブサが捕食者であった可能性が高い。

Ⅰ．はじめに
小笠原諸島固有種であるオガサワラオオコウモリ（以降オオコウモリ）は、父島列島内

では父島のみに集団ねぐらを持つ。隣接する島々にも採餌に渡るが（海洋島オオコウモリ

生態研究会 , 2013）、父島から南西沖約 1 km にある南島では観察されたことがなかった（自

然環境研究センター、2013）。筆者は、2015 年 1 月 6 日、南島の海鳥類の調査の際、猛禽

類に捕食された様相を呈したオオコウモリの死体を発見したので、ここに報告する。

Ⅱ．発見時の状況
オオコウモリの死体は、2015 年 1 月 6 日 12 時頃に、南島のドリーネ内側の南斜面中腹

の芝上で見つかった（図 1a、1b）。周辺は、平たい石灰岩が数段にわたってテラス状に張

り出し、テラスの隙間や地下のトンネルにオナガミズナギドリ Puffinus pacificus が多数営

巣している環境で、露岩と芝地と砂地がまだらになった地表がむき出しになっており、周

辺には、オオコウモリが採食するような樹木はなかった。

オオコウモリの、切断された頭部、両翼、両下肢は、まとまって落ちており（図 1b）、

胴体は見つからなかった。露出した骨の表面は赤く、ハエ類とアリ類がたかっていた。頭

部は、鼻先の皮膚を残して骨がむき出しになっており、下顎が失われていた（図 2a）。両

翼は、背中の皮膚の一部でかろうじてつながっていたが、骨は上腕骨から先だけ残され、

肉が完全に削ぎ取られていた（図 2b）。下肢は、左右とも中足骨より体に近い方は折り取

られて失われ、残る先端部は肉が削ぎ取られていた（図 2c）。

研究ノート
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a b

　　図 1　�南島の地図とオガサワラオオコウモリの捕食痕発見位置（a : 星印）と�
発見場所（b : 黄色矢印に挟まれた部分）
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c図 2　�オガサワラオオコウモリの捕食痕�
a : 頭部; b : 両翼部と右脚; c : 左脚
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Ⅲ．考察
国の天然記念物にも指定されている南島は、各種調査により動植物の生息の有無が詳細

に調べられているが（日本自然保護協会、2013 ; 自然環境研究センター、2013）、オオコウ

モリは観察されたことがなく、本観察は南島での初記録である。オオコウモリは、現在、

ほぼ全ての個体が父島にねぐらをとると考えられているが、隣接する兄島でも、タコノキ

Pandanus boninensis を訪れた記録がある（海洋島オオコウモリ生態研究会 , 2013）。南島

と父島との最短距離は 1 km 程度であり、タコノキも生育していることから、死亡してい

たオオコウモリは、南島へ採餌のために渡ったと推測される。

オオコウモリ死体は新鮮で、可食部が残っておらず、骨が折り取られていたことから、

大型の捕食者に捕食されたと考えられる。小笠原諸島において、オオコウモリの捕食者と

して報告されているのは、外来種のノネコ Felis silvestris（稲葉、2003）だが、南島にはノ

ネコが生息しない（日本自然保護協会、2013）。よって、本例は、南島に飛来する猛禽類に

よる食痕と考えられ、猛禽類による捕食痕とノネコによる捕食痕を識別するための、貴重

な資料である。

小笠原の在来種で唯一の高次捕食者であるオガサワラノスリは、採餌のために南島を利

用することが知られ（千葉・千葉、2014）、本例の捕食者候補としてまず挙げられる。しか

し、本調査時に近い 2015 年 2 月には父島でハヤブサが観察されており、このハヤブサが捕

食者であった可能性もある。筆者は、ふたつの理由により、ハヤブサが捕食者であった可

能性のほうが高いと考える。1） オガサワラノスリによるオガサワラオオコウモリ捕食は、

両者が常に共存する父島でも、確認されたことがない。2） ハヤブサは飛翔中の鳥を襲い

（森岡ら、1995）、夜間の採餌も知られている（Collins et al., 2014 ; Dekker et al., 1997）が、

ノスリは通常飛翔中の動物を襲わず、夜間の採餌の報告はない（森岡ら、1995）。本食痕が

発見された芝地周辺は、オオコウモリが採食する環境ではないことから、飛翔中に襲われ

た可能性が高く、襲われた時間帯は、オオコウモリが活動する夜間と考えられるため、ハ

ヤブサが捕食者であった可能性が高いのではないか。
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